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図10  社内制度に独自ネーミングを採用しているサイバーエージェント社

（参照元ウェブサイト　https://www.cyberagent.co.jp/recruit/ca_about/challenge/）

更にここで学ぶべきは、その制度に「名前をつける」ことです。「あしたの会議」、「キャリ
チャレ」などのネーミングは、現社員への浸透を図る意味でも有効的ですし、就職希望者
にとってもわかりやすく覚えやすいものとなります。是非貴社でも入社後の社員教育や
制度についてネーミング開発から見直しをしてみてください。

これを機に母集団形成型採用からダイレクトリクルーティングへチャレンジしていただ
ければ幸いです。

■ あとがき

ITリテラシーの高い社員＆データサイエンティスト職の採用が不可欠

これから急激な労働人口減少が予測されている社会の中で如何にして適した人材を獲得
するかについて、代表的な手法であるダイレクトリクルーティングについて解説をして参り
ました。今更言うまでもなく、ダイレクトリクルーティングを行なう際にインターネットは
不可欠なツールとなります。
インターネットは産業革命以降で最大の経済環境の変化をもたらしてきましたが、これま
での20年間はインターネット専業会社だけに恩恵があったのは事実です。しかしIoT（イン
ターネットオブシングス）に代表されるように、あらゆる製品やサービスにインターネットが
組み込まれる時代が到来した今となっては、全業種でインターネットを無視して経営ができ
ない状況にまでなっています。今後採用においてインターネットをツールとして活用するこ
と以上に、貴社内にインターネットをはじめとしたITに精通した人材を保有されることが
必須の経営条件になってくるのではないでしょうか。ダイレクトリクルーティング手法を展
開するにあたっても、オンライン通販で商品を販売するにしても、顧客履歴をデータ管理す
るにしてもITリテラシーの高い人材またはデータを見て経営判断できる状態に加工のでき
る人材＝データサイエンティスト職をまずは採用するべきかもしれません。現在アメリカで
はデータサイエンティストといわれる職が急増しています。日本では近い将来100万人近
くもIT人材が不足すると予測されています。建築業だから関係ない、介護業界だからそ
んな人材は必要ないとは言えない時代がそこまで来ているような気がします。

この小冊子をお読みいただき、採用手法の見直しを行っていただければと思っております
がそれ以上に採用すべき職種も見直すきっかけになれば幸いです。
もし詳細をお聞きになりたいと思われる会社様は、是非一度当グループの社員へお問い合
わせください。


